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CREATE HOPE in the WORLD

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

斎 藤 　 衛

　先月、災害関連死の多くが誤嚥性肺炎である事
をお話ししました。クラブの会員の皆様にあては
めますと、まだ予備軍といったところで、さほど
心配はありません。しかし、原因の一つである唾
液の減少は加齢と共に始まっているはずです。
　お口が乾く、という直接的な症状を感じる前に、
前兆として「味覚がおかしい」、「唾液がねばつく
ようになった」、「家族から口臭を指摘された」な

どがおきます。
　唾液の分泌量は、加齢、ストレス、疲れ、薬の
副作用などで減少します。心当たりがある方は、
食事の際にはゆっくり、よくかむ
ようにしましょう。また、唾液腺
のある場所を軽くマッサージした
り、お口の機能低下を防ぐ体操も
有効です。
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次　回
２月15日の
例　会

★東山荘講堂　★12：30
★介護保険制度の概要や介護サービスについて
地域包括支援センターあすなろ
センター長　稲葉章浩様
保　健　師　吉海健太様

お口の体操

●例　会　場／東山荘講堂

●開 会 点 鐘／12：30

●ロータリーソング／我らの生業

●内　　　容／新会員卓話　柏原大地君

第2733回　例会プログラム

会　員　慶　事

●会員誕生日／２月11日　勝又英和君

●夫人誕生日／２月10日　勝又　誠君　ご夫人　通子様

●皆　出　席／２月２日　根上眞一君（ロータリー歴48年）

週報
御殿場ロータリークラブ

https://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場
ロータリークラブ
モバイルサイト
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小宮山ハミエット様

　まずは１月１日に発生した能登半島地震で被
災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。
新年を迎えためでたい日がこのような悲しい一
日になるとは、誰も思っていなかったことで
しょう。被災された皆様が一日も早く元の生活
に戻ることができるよう、心より願っておりま
す。
　トルコ南東部を震源とする大地震が2023年
２月６日の明け方に発生しました。マグニ
チュード7.7のこの大地震の後、マグニチュー
ド7.6の別の地震が発生。被害が大きかったの
は、ハタイ、カフラマンマラシュ、ガズィアン
テップ、オスマニエ、アドゥヤマン、シャンル
ウルファ、ディヤルバクル、マラティヤ、エラ
ズー県等で５万人以上が死亡しました。
　あれから１年近く経ちましたが、被災した地
域では今も多くの人たちがテントやコンテナの
仮設住宅で避難生活を送るなど、厳しい生活を
余儀なくされています。このうちトルコの南部
のハタイ県では、被害を受けた建物を取り壊す

作業が続いて、活気や魅力あふれる大都市が、
未だにがれきの山。しかし、被災した人々は順
次、完成した住宅に入居を始めているとのこと
です。
　このハタイ県には私の友人家族や姪が住んで
いたので、数回訪れたことがあります。姪は、
住んでいたマンションが崩れ、３歳の子供と一
緒に３日間、車の中で生活をしました。やっと
道路が通れると聞いたので、死を覚悟に壊れそ
うな橋を渡り、他の県に避難しました。現在も
その県に住んでいます。
　友達家族は、郊外に住んでいた母親の一階建
ての家が無事だったので、家族でそちらに避難
しています。他の親戚等も来て、現在４家族が
一緒に暮らしています。
　トルコの建物は見た目はおしゃれで、家の中
も住んでいる人のセンスが生かされ、おしゃれ
です。しかし地震国であるにも拘わらず、耐震
性はあまり重視されていないことが、今回明ら
かになりました。地震の被害を受けた建物の築
年数を調べると、以下の結果になったそうです。
　1981年～2000年に建設された建物の26％、
2001年及びその後建設された建物の51.8％、
カフラマンマラシュ県では、2001年以前に建
設された建物の38％、2001年以降に建設され
た建物の58％。耐震技術が進歩しているはずな
のに、2001年以降に建設された建物の方が大
きく被害を受けたことが、とても残念です。
　現在、トルコ住宅開発局（TOKI）が、一部
の被災地で大量住宅開発を急速に進めています。
エラズー県の新しい地区を昨年見てきました。
一刻も早い復旧を願っています。

トルコ大震災のその後

平和構築と紛争予防月間に
因んで


